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（技術名）沖縄県のトルコギキョウに発生する立枯れ症状の診断マニュアル 

（要約）沖縄県内のトルコギキョウに立枯れ症状を引き起こす５種病害（青枯病、菌核病、

茎腐病、立枯病、灰色かび病）の特徴とその見分け方についてマニュアルにまとめている。 
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部会名 野菜・花き 専門 作物病害 対象 トルコギキョウ 分類 普及 

普及対象地域 沖縄本島 

 

［背景・ねらい］ 
 トルコギキョウは近年生産が急増している本県の主要な花き類であるが、病害によって引

き起こされる立枯れ症状の発生により欠株や品質の低下が問題となっている。立枯れ症状を

引き起こす病害は複数あるため、病害を特定したうえでそれに対応した対策を講じる必要が

ある。しかし、病害の特定には専門の知識を要するため、現場で簡易に病害を診断できる指

標が求められている。 
 そこで、沖縄県内のトルコギキョウに発生する立枯れ症状の発生状況調査から特定された

５種病害（青枯病、菌核病、茎腐病、立枯病、灰色かび病）について、その特徴と見分け方を

まとめ、どの病害による立枯れ症状なのかを簡易に診断し、発生生態や防除対策について把

握できるマニュアルを作成する。 
 
［成果の内容・特徴］ 
１．立枯れ症状の病徴や罹病株の発生状況調査により５種病害（青枯病、菌核病、茎腐病、立

枯病、灰色かび病）の識別が可能である。これをまとめ、簡易診断マニュアルを作成してい

る（図１a）。 
２．作成したマニュアルは、病徴などの写真を多く掲載し、「YES もしくは NO の方式」に

よる診断フローチャートを採用している（図１b）。さらに、診断のポイントや、発生生態、

防除対策などの詳細も掲載している（図１c、d）。本マニュアルにより、立枯れ症状の簡易

かつ迅速な病害診断が可能である。 
 
［成果の活用面・留意点］ 
１．令和５年度において、トルコギキョウ栽培の関係機関、団体等に、冊子の形態で作成した

マニュアルを配布している。 
２．本マニュアルが県内関係者に活用されることで、トルコギキョウの安定生産、品質向上に

活用できる。 
３．本マニュアルは、令和２年４月～令和３年４月にかけて、沖縄本島全域を対象に立枯れ症

状の発生が確認される 32 地点を調査した結果を基に作成した。最も発生が多い立枯れ性病

害は立枯病（18 地点）であり、次いで、茎腐病（14 地点）、菌核病（５地点）、青枯病（３

地点）、灰色かび病（１地点）である。 
４．調査により確認された立枯れ性病害は、単独での発生だけでなく、複数発生する場合もあ

り、立枯病と青枯病（１地点）、立枯病と菌核病（１地点）、立枯病と灰色かび病（１地点）、

茎腐病と菌核病（３地点）、茎腐病と青枯病（１地点）、青枯病と菌核病と茎腐病（１地点）

と 32 地点中８地点で、混発ほ場が確認される。 
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［具体的データ］ 

図１ 作成したマニュアルの表紙（左上：a）、診断フローチャート（右上：b）、青枯病の 

特徴（左下：c）、立枯病の特徴（右下：d） 
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